
 

 

令和７年度クリーニング師試験受験案内 

 

１ 試験期日 

令和７年９月３日（水） 

 

２ 試験会場 

福岡県吉塚合同庁舎８階８０３号会議室 

福岡市博多区吉塚本町１３番５０号 

 

３ 試験科目及び時間 

12:00～12:45 入室（８階803号会議室入口） 

12:45～13:00 筆記試験受験上の注意事項説明 

13:00～14:15 筆記試験 

・衛生法規に関する知識 

・公衆衛生に関する知識 

・洗たく物の処理に関する知識 

14:15～14:30 休憩 

14:30～14:40 実技試験受験上の注意事項説明 

14:40～14:50 

実 技 試 験

（試験時間

10分間） 

洗たく物の処理に関する技能 

・繊維の鑑別 

・しみの種類及びしみ抜き方法の鑑別 

 

４ 受験願書受付期間 

令和７年７月２日（水）から令和７年７月18日（金）まで 

ただし、郵便により申し込む場合は、令和７年７月18日（金）の消印のものまで

受け付ける。 

 

５ 受験申込方法 

（１）提出書類 

ア 受験願書 

イ 受験票・写真台帳（受験票が受験者に確実に届く住所を記載すること。） 

ウ 写真 １枚（申込前６月以内に撮影した上半身、無帽、正面向き、 

サイズ縦４．５cm横３．５cmで裏面に氏名を記入した上で写真 

台帳に貼付。） 

エ 履歴書 １部（氏名は戸籍に記載されている文字を使用のこと。） 

（電話番号は携帯電話など緊急時に連絡がとれる番号を記入すること。） 

オ 受験資格のあることを証明する書類 １部 

（卒業証明書、卒業証書の写し又は厚生労働大臣が交付するクリーニング師 

 受験資格認定書の写し。） 

※ 郵便により受験を申し込む場合は、卒業証明書に限る。 

※ 卒業証書の写しによる場合は、願書受付時に窓口で原本を呈示すること。 

※ 氏名に変更があった者は、戸籍抄本（申込前６月以内発行のもの）を呈示

すること。 

（２）受験手数料 



 

 

７，０００円 

（福岡県領収証紙により納付。ただし、県の保健福祉環境事務所又は保健福祉事

務所においては、キャッシュレス決済による納入も可。また、県外に住所地及

び就業地を有する者が郵送で申込む場合については、現金書留、定額小為替

又は普通為替も可。） 

（３）申込先 

受験者の住所地又は就業地を管轄する保健福祉環境事務所又は保健福祉事務

所。（北九州市にあっては、小倉北区及び八幡西区は保健所、それ以外の区は各

区保健福祉課、福岡市にあっては保健所各衛生課、久留米市にあっては保健所。

以下「保健福祉環境事務所等」という。） 

ただし、県外に住所地及び就業地を有する者は、直接福岡県保健医療介護部生

活衛生課（郵便番号812-8577 福岡市博多区東公園７番７号。以下「生活衛生

課」という。）。 

 

６ 受験資格 

（１）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第５７条に規定する者 

（２）旧国民学校令（昭和１６年勅令第１４８号）による国民学校の高等科を修了し

た者、旧中等学校令（昭和１８年勅令第３６号）による中等学校の２年の課程を

終わった者又はクリーニング業法施行規則（昭和２５年厚生省令第３５号）で定

めるところによりこれらの者と同等以上の学力があると認められる者 

 

７ 受験願書等の用紙の配布 

受験願書等の用紙は、５（３）申込先の場所での配布又は郵便により送付する。 

なお、郵便による送付を希望する者は、あて先及び郵便番号を明記して140円切手

を貼った返信用封筒（角２号「定形外」）を必ず同封のうえ、令和７年７月10日

（木）（必着）までに、生活衛生課に請求すること。 

 

８ 合格発表及び合格通知書の交付 

合格発表は、合格者の受験番号を令和７年９月24日（水）午前９時00分に保健福

祉環境事務所等及び生活衛生課に掲示並びに県ホームページに掲載することによっ

て行う。 

また、試験に合格した者には、合格通知書を交付する。 

 

９ 注意事項 

（１）受験票は、令和７年８月22日（金）頃に本人あて郵送する。 

（２）郵便により受験を申し込む場合は、必ず書留郵便とし、「クリーニング師受験

願書在中」と朱記すること。 

（３）受験手数料は、申込受付後においては、申込みを取り消した場合又は試験を受

けなかった場合でも返還しない。 

（４）郵便事情等により、受験願書等（領収証紙含む）が届かなかった場合でも、県

は一切の責任を負わない。 

（５）試験当日は、12時45分までに入室を済ませること。なお、試験会場までは公共

交通機関を利用すること。（試験会場の駐車場には駐車できない。） 

（６）筆記試験開始後30分までは入室を認めるが、これ以降は入室を認めない。 

また、実技試験については、試験開始までに教室に入室していなければ受験で 

きない。 

（７）試験中、計算、辞書、検索、通信、撮影のいずれかの機能又はこれに類似する機 

能を有する電子機器（携帯電話、スマートフォン、タブレット、スマートウォッチ

等）の電源を入れることを禁止する。（時計として使用することも禁止。） 



 

 

（８）台風などにより、やむを得ず試験日を延期する場合がある。 

（９）受験手続その他の問い合わせは、最寄りの保健福祉環境事務所等又は生活衛生

課に対して行うこと。 

 


